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東武獅子門白山下連の形成と展開
―東武吉見新井家所蔵 ｢歳旦」を中心にして―

兼　子　　　順
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はじめに
　東武獅子門は、芭蕉の弟子各務支考を祖と
する俳諧流派の一つである美濃派（獅子門）
のなかで、江戸を中心とする関東の美濃派連
中をいう

（1）
。美濃派は、江戸時代に蕉風の俳諧

を全国に普及させていくが、関東への美濃派
の普及は享保年間以降といえる

（2）
。

　美濃派は、伊勢派とともに「田舎蕉門」と
いわれ、宗匠の行脚や通信による指導により
地方の都市や農村地帯に広がっていった。享
保期になり、江戸でも伊勢派『五色墨』連中
による蕉風への復古の動きが活発となり、江
戸座から伊勢派や美濃派へ転じる者も出て、
その後両派とも江戸やその周辺へと拡大して
いくのである。
　享保期以降発展する東武獅子門の中で、白
山下連は最も大きな勢力をもつ派として成長
する。白山下連は、宝暦元年（1751）に江戸
小石川の白山社鳥居前（現文京区白山）に居
を構えた神谷玄武坊を宗匠とする一派で、玄
武坊は「関東獅子門の中興

（3）
」とされている。

　東武獅子門白山下連については、鈴木勝忠
氏により、その展開が明らかにされ

（4）
、展開の

諸相を明らかにすることの意義も示されてい
る。その後、『関東俳諧叢書

（5）
』など研究書や

自治体史の刊行、博物館・資料館・文書館な
どの資料整理・公開が進み、東武獅子門関係
の資料も数多く利用できるようになり、研究
もかなり進んできているといえる。
　筧真理子氏は、白山下連の成立期の状況を
明らかにしている

（6）
。鹿島美千代氏は、白山下

連による俳書と版元の関係について論じ
（7）

、小
林甲子男氏は白山下連の重鎮武蔵吉見の鏡裏
坊野松や、武蔵国足立郡浦和周辺の白山下連
の動向について明らかにされている。
　また、平成24年3月には埼玉県立文書館

で、鏡裏坊野松の家である武蔵国横見郡の新
井（侊）家文書が整理・公開され

（8）
、今まで知

られていないことが明らかにされつつある。
　筆者もすでに同家文書の享和４年『蕉門歳
旦三ッ物』を利用させていただき、当時の美
濃派俳壇の全国的な趨勢と、その中で白山下
連が江戸ばかりでなく、全国にどのような広
がりをもっていたのかを明らかにした

（9）
。

　本稿では、新井家に残る宝暦期以降の膨大
な数の「歳旦」の内容を整理し、白山下連の
形成と展開について明らかにしてみたい。

一　東武吉見新井家の白山下連「歳旦」
　新井家は、武蔵国横見郡久保田村(現吉見
町）の名主を代々務めた家で、五代目以降の
当主は代々俳諧にも熱心であった。特に七代
目宇左衛門尭知は、白山下連の玄武坊に宝
暦6年（1756）入門し、鏡裏坊野松という俳
号で活動し、同連の重鎮となっている。また、
玄武坊没後にその書簡や草稿類を引き継いで
いる。そのため、新井家には白山下連関係の
俳諧資料が大量に残されている。
　美濃派では、各連が年頭に「歳旦」を板元
で作成し、交流のある連同士で取り交わすこ
とが恒例となっている。同家文書のなかにも
3411点の「歳旦」が残され、年代は宝暦6
年（1756）から嘉永2年（1849）までのもので
ある。ただ、文化14年（1817）以降は、天保
期27点、嘉永2年1点とかなり少なくなる。
　同家「歳旦」は、表紙のついた2丁から5
丁程度の横半帳形式のものと、長短様々の切
紙のものが多い。全紙を横半分に折った折紙
形式や、竪帳のものも数は多くないがある。
　白山下連の「歳旦｣ の記載内容をみると、
宝暦6年（1756）は折紙形式の歳旦で、内容は
以下のようになっている

（10）
。
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　　を得たる白山下の一碗亭にことしはしめてあそ

　　ひこの聯を吟して興す

　盤堆白山雪

　　　杯奪夷狄寒

しら山をいさ肴にと年忘れ　松前枳岡

行なりの身ハ越やすし年の坂　　朝茶

（中略）

茶に遊ふほとハ残りてとしの大豆　　窅然亭梅吟

　　　其引

　　　世に盆しらすといふあれハ正月しらすもなか

　　　らんやと煤掃かす餅搗かぬか此庵の嘉例なれ

　　　と、今年ハある雨ふりの煤にをとろき家根も　　　

　　　壁もつゝくりて煤もはかねハ置ぬといふ連中

　　　のさいそくに今朝ハとくより起されて伊勢か

　　　家ならうりかへやうにと例のつふやきなから

売ふにハ人の家也すゝはらひ　　一碗主人　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　京橘治梓

　巻頭の元朝と巻軸に一碗亭玄武坊の前文・
発句を載せ、子年暮の短歌行、鶏旦と子歳暮
の発句を載せている。紙幅が増えたことで、
入集数も増え、前文のある句も増え、連中の
動きもわかる。

東武獅子門白山下連の形成と展開 ―東武吉見新井家所蔵 ｢歳旦」を中心にして―（兼子）
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　　丙子歳旦　　　　　　東武白山下

　　　一碗亭の窓前にかハらぬ春をむかへて

　　　　　　　　　　玄武房

はやはやと笑ひ相人の山もあり

　　乙亥納会

　　　　　　　　　　　　風切

此やうに遊ふかほんの年忘

　そらハくれても雪の椽先　　　古外

風呂敷も是へと駕の垂あけて　　雪工

　旅へ出てさへ祖父の世話役　　泗水

（中略）

人の気も一夜明れハ花になり　　宜元

　猶このうへも春のゆたかさ　　霞畦

　　　乙亥歳暮

よこしたり掃たり行や葉竹売　一碗主人

　　　　　　　　　　　　　　　　京橘治板

　巻頭に一碗亭主人玄武坊が前文とともに歳
旦吟を載せる。次に亥年末の納会における24
人の歌仙吟、巻軸に一碗主人の歳暮吟を載せ、
最後に摺所の橘屋治兵衛を小さく記している。
　白山下連では、翌宝暦7年になると折紙形
式からは横半帳に変わる。表紙は篆書体で「白
山下」と記され（写真1）、4丁仕立で、表紙
裏から巻頭が始まる。内容は、次の通りであ
る
（11）

。
宝暦七丁丑　　　東武白山下

　　元朝

　　　かハらぬ山窓の春を寿んと例の梅吟子か手を

　　　やとなて

　　　　　　　　　　玄武房

ほんのりとあれしら山の初日影

　　子年暮　短歌行

　　　　一碗亭のつゝくりも事とゝなひたれハ

　　　　とてけふハ嘉例の納会を催されて

　　　　　　　　　　　風切

手都合も扨よふ成て年の宿

　紙衣をあはふ曲突の塗立　　　玄武

喰ふて隙明ふかと膳ひきよせて　雪工

　八ツの日さしの鐘ハならねと　竜川

(中略）

　　子歳暮

　　数百里の程ハ隔てなから兼々の文通に同意交情 写真 1 宝暦 7 年白山下連「歳旦帖」 表紙と巻頭
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　宝暦8年の吉見連中の歳旦帖は、表紙に「武
陽北」とあり、内容は以下の通りである

（13）
。

宝暦八戊寅　　　　東武吉見連中

　　　歳旦

　　　　　表八章

　　　　五器庵に替らぬ春を迎て

　　　　　　　　　　　紫巾

若水や我も世並に一柄杓

　編戸も梅にしらむあけほの　　野松

（中略）

　　　何事も例の表家まかせなれハ

似あふたを娵も覚えて衣配り　　紫巾

　　　ことしハ五器主かさいさいの旅行にて歳祝の

　　　世話も嘸あらんなと寒野の両子え申来ル文通

　　　のはしに　　　

あとからハ門も掃ふや年用意　　玄武房

　　　　　　　　　　　　　　　　　京橘治梓

　白山下連の歳旦と大きく異なる点は、巻頭
が吉見連中の主宰紫巾の句で、巻軸に玄武坊
の句を前文とともに載せている点である。
　宝暦10年の歳旦帖

（14）
には、巻頭の前文に「一

碗師去冬逗留の折から此門の眺望に富峰の二
字を給りけれハ」とあり、前年の冬に玄武坊
の吉見逗留があったことがこの歳旦からわか
る。
　吉見連中の歳旦は、宝暦13年から切紙の
ものに変わり、安永7年（1777）以降に2丁
仕立の歳旦帖となる。表紙には白山下連定形
の「白山下」の書体を使用している。
　以上のように、白山下連および傘下の連の
「歳旦」を見ることにより、連がどの様に形
成され、展開していく過程を解明する手がか
りを得ることができる。
　新井家文書には、東武獅子門だけでなく、
交流のあった全国の獅子門の「歳旦」が残さ
れている。これらの「歳旦」について、記載
されている年代、地名、連中名、庵号などに
基づき、これらを国別、連名別にし、年代順
に文書番号を整理したものが後掲表1である。
　なお、主宰や中心俳人、表紙の表題名、連
名は利用頻度の高い名称を採用している。
　ただし、新井家との関係と思われる春秋庵

　白山下連の歳旦帖は、宝暦8年になると、
巻頭が「宝暦八戊寅　東武」となり、表紙の
「白山下」の字体が変わる（写真2）。この「白
山下」の字体が、その後の白山下連とその傘
下の連の歳旦帖の表紙に使用されることにな
る。内容構成は、前年とほぼ同様である。
　宝暦9年では、巻頭が「宝暦卯　白山下」
と変わり、注目されるのは、巻末玄武房太尾
の前文である

（12）
。　　

　　大尾
　　一とせ梅勧進を撰して先重荷をろしてと悦ひし

　　か、其序にいへる鑑塔造立も時所成就の至れる　　

　　にや、ことし葉月十六日深川なる臨川寺にその

　　功をとけて来ル弥生の頃ハ諸国通志の佳句をも　　

　　集めて其法莚をいとなまんと思へるより　　

またひとつ荷もあれと此としの坂　　　玄武房

　白山下の歳旦帖は宝暦10年以降もほぼ毎
年残っており、内容構成の趣向は年により異
なるが、連中の動きや句の前文からその年前
後の動向を知ることができる。
　次に、白山下連傘下の「歳旦」について、
東武吉見連を例にみてみよう。
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写真2  宝暦 8 年白山下連「歳旦帖」 表紙と巻頭
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武連中として『葛の別
（18）

』を刊行するが、古連
衆中心の内容となっている

（19）
。

　この江戸来訪で二狂は、白山下の一碗亭に
何度も宿泊しており、白山連中のために文
台裏書をいくつも書いている

（20）
。白山下連では、

古連衆編集の『葛の別』とは別に、「東武白
山下玄武坊選」として記念集『茶摘笠

（21）
』を刊

行している。餞別吟などに一碗亭連中42人
の名を連ね、白山下連の当時の規模がわかる。
東武獅子門のなかの新興勢力である白山下連
中の旗揚げとみることができる。
　宝暦6年の白山下の歳旦には24人が入集
し（表２）、すべて『茶摘笠』に入集してい
る連中であり、歳旦に入集する人が白山下連
中のすべてではないことがわかる。
　次に、歳旦に入集する人について『俳人名
録
（22）

』をもとに見てみよう。
　欺雪は、蔵米200俵の旗本多田弥左衛門正
幸で、大番・新番などを務める。
　風切は、蔵米460俵余の旗本森川長五郎友
方で、江戸城西の丸の小十人を務める。
　竜川は、岩城金右衛門で、土井能登守家の
家来である。　
　泗水は、寺子屋の師匠で、文鳥幼少期の先
生でもある。
　文鳥は「岸本太右衛門」といい

（23）
、文枝（「越

中や太郎右衛門」）の兄で、越中屋は小石川
白山前町の茶商である。また、冬市は「増や
市兵衛」で、同所の足袋・股引商である。桂
花（雪光）は、「伊勢屋六右衛門」で、日本
橋瀬戸物町の商人である。
　梅吟は、桶川宿の「府川理左衛門」である。
　以上のとおり、この時期の白山下連中は、
江戸に住む旗本や大名家臣などの武家と町人
と、江戸周辺の人で構成されているといえる。
　宝暦9年の歳旦帖の巻軸の玄武坊の前文
（前掲）に、宝暦4年支考追善法会の記念集

『梅勧進』編集が前年の8年に一段落し、9年
には『梅勧進』の序文に記した鑑塔の建立が
成就すると記されている。玄武坊は、宝暦4
年の追善法会で発願人になっていないが、大
きく関与していたことがわかる。また、『梅
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系の連や布袋庵柳几関係の連などの歳旦は、
除外している。また、名前だけで地名も連名
もないものや手書きの歳旦も割愛した。
　歳旦は、1人だけのものから数十人も入集
する大規模なものまで様々である。また、毎
年同じような趣向で歳旦を出す連もあるが、
年によって趣向の違う歳旦を出す連もある。
同じ連に属している俳人が別々に歳旦を出す
場合もある。
　新井家文書の歳旦の地域をみると、江戸を
はじめ、武蔵・下総など関東の諸国や、北は
陸奥・出羽から南は豊後・肥後まで全国29
か国に及んでいる。
　特に多いのは江戸の連の歳旦で、武蔵・越
後・出羽国も多く、備中国や播磨国のように
1連で1年分の国もある。連によって歳旦の
残されている年代も様々である。

二　東武白山下連の形成
　玄武坊は、医を業とし、はじめ宗瑞門で、
師の没後に美濃派の廬元坊門に転じた

（15）
。

　文化2年（1805）野松によって記された
玄武坊「年歴付

（16）
」によれば、玄武坊は正徳2

年（1712）8月18日の生まれで、宝暦元年
（1751）40歳の時に白山下に住居を構えた
とある。　
　東武獅子門では、宝暦4年2月16日に深
川臨川寺において各務支考の追善法要を営み、
その記念集として『梅勧進

（17）
』を刊行している。

玄武坊はこの追善法要に白山下連中とともに
参加するだけでなく、『梅勧進』の勧進詞を
記している。そして、この法要が、東武獅子
門の結成興行となっている。
　発願主が杏花・年路・郁五で、報恩講執事
として閑水・風話・文東・寸長・唐鼠・琴吹
などの17連中が名を連ね、勧進詞は玄武坊・
鱗甲が記している。これらが、江戸と武蔵国
の美濃派の連中で、旗本や大名家家臣などの
武家や商人たちである。
　翌宝暦5年には、美濃派道統として初とな
る五竹の名代として二狂（以哉坊）が江戸を
訪れる。この記念として、東武獅子門では東

東武獅子門白山下連の形成と展開 ―東武吉見新井家所蔵 ｢歳旦」を中心にして―（兼子）
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勧進』には「桶川梅吟」とともに「吉見紫巾」
が入集し、また、宝暦5年の以哉坊江戸出府
の際、白山下一碗亭で行われた餞別会に野松
も参加している。玄武坊の俳諧指導は、野松
が江戸出府の際に一碗亭に宿泊しての直接教
示と、著述物の送付や文通による教示

（28）
、来訪

による教示があった。宝暦9年には玄武坊が
吉見の野松の家に逗留し、無隣庵に富峯観と
いう別号を与えている。吉見連の主宰は、横
見郡大和田村の五器庵紫巾（此巾）で、小沢
惣右衛門である。
　江戸や周辺での白山下連中関係の歳旦が宝
暦11年には作成されている

（29）
。吉見連中では、

東武吉見連中として作成するのとは別に、此
巾・市桃・冬雨がそれぞれ歳旦を作成し、そ
れぞれに玄武坊が入集している。東武吉見連
中歳旦の野松前文から、この年に此巾の月並
の文台が野松へ譲られたことがわかる。
　玄武坊が率いる白山下連中の宝暦期の歳旦
をみると（表２）、入集する人数は、宝暦7
年34人、宝暦8年41人と増加し、9年以降
は20人から30人くらいとなる。
　入集者は、江戸の旗本など武家、商人など
の外に、川越など武蔵国の地名の肩書きのあ
る者や、出羽由利などと国名と地名のある地
方からの出府者も散見される。
　表1中で宝暦期の歳旦があるのは、江戸以
外に、美濃、伊勢、越後国中の連があり、何
れも『梅勧進』以来白山下連と交遊のある連
の歳旦である。№320美濃国笠松の五竹・楚
琉、№.323伊勢国桑名の帆十、越後国はも
ともと美濃派の勢力も強く、№279新発田の
汻虹、№.280築地の梅二、№281新潟の南渓、
№283橋田の江西坊、№286笹岡の浙江など
である。特に、梅二と玄武坊の関係は、『俳
人名録』に「西村平作入魂」と記されている。
　関東では、宝暦14年の№203上野国館林
魚道の歳旦に玄武坊との関係を見いだせる。
　また、武蔵国では、№113吉見連中の此巾・
野松、№110川越の老兎、桶川の梅吟、№111
五日市の梅志、№112八王子の子一がいる。
ただ、桶川の梅吟は、桶川地名のある歳旦は

勧進』の編集は玄武坊が中心であったと考え
られる。同書中の諸国集韻をみると、延享4
年（1747）に没している廬元坊の句を筆頭
に全国の美濃派の宗匠が句を連ね、最後が五
竹坊となっている。このことからも、玄武坊
がすでに全国的な交遊があったことが窺える。
「年歴付」によれば、鑑塔は宝暦9年に建立
されるが、翌年の12月に焼失している。
　また、宝暦8年には、連中の泗水が没し、
白山下連中文鳥選で、追善集『雪折集

（24）
』が

出される。入集者の数は70人を超え、年路、
杏花や、連中でないが文通として佐渡白鷺川
や越後新潟江西房が入集している。
　宝暦13年の陸奥国風草の小祥忌追善集『柳
塚
（25）

』には、「東武白山下連中」として玄武坊
はじめ44人が入集するが、東武獅子門では
白山下連中以外の入集者はいない。『梅勧進』
に風草が入集していることからみて、『梅勧
進』の編集が玄武坊中心に進められたといえ
る。
　宝暦13年仲秋に刊行された五調選『其今
宵
（26）

』は、五調の亡父五風の追善集である。五
風は下総国佐倉の「坪井権左衛門」で、前
年に没した。この追善集には越後築地の梅
二、笹岡の菊泉、陸奥会津の東翠なども入集
し、白山下連中は「東武」とし19人、吉見2人、
五日市2人、館谷・八王子・川越・上州館林
各1人の句が載る。
　宝暦14年越後国梅二選『四季夕くれ

（27）
』では、

美濃の五竹坊・以哉坊も入集するが、「東都
白山下」連中23人が巻頭に入集する編集に
なっている。
　玄武坊の白山下一碗亭は、年末年始の句会
や月並の俳諧を行うだけでなく、江戸に来る
地方からの美濃派俳人たちの交歓の場となっ
ていた。また、俳書や追善集などの出版物に
「白山下連中」の名がでることにより全国的
にも知られることになる。
　次に、武蔵国の東武吉見連の動向から、白
山下連の地方への波及の様子を見てみたい。　
　「年歴付」によれば、吉見連の白山下入門
は宝暦6年とある。しかし、宝暦4年の『梅
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の雅客をもてなし」と記している。
　白山下連の当時の盛況ぶりと、前年に新体
制が整えられたことがうかがえる。また、玄
武坊の前文にある一碗亭の後住については、
「年歴付」でも遊林主（文鳥）が明和２年
11月9日に譲位とあり、同日に後任弘めの
俳諧興行が箕輪遊林舎において行われている

（31）
。

そして、明和3年12月には『白山百韻
（32）

』が撰
されているが、序文は文鳥が記している。
　また、推有の前文にあるように、遊林舎文
鳥・老後庵闇之・啼鳥舎推有の3人で相談す
る体制がこの時からとられている。
　この推有と闇之ともに武家と見られる。　
　推有は、近藤円次郎といい、宝暦12年の
白山下の歳旦から名を見せ、明和9年には「東
武白山北」として歳旦を出している。
　闇之は、藁科庄左衛門といい、宝暦11年「東
武駒谷」の歳旦に「円陵改老後主人闇之」と
名を見せ、この年の白山下や東武四谷の歳旦
にも名を見せている。
　白山下の盛況ぶりは、明和4年の白山下歳
旦
（33）
の玄武坊前文からも窺える。文通のやり取

りや、来客の対応で「俳諧の店は繁昌」と述
べている。
　明和6年には、玄武坊らは深川臨川寺に梅
花仏（支考）鑑塔を再建し、芭蕉・支考・廬
元坊三代の法会を営み、『深川三会

（34）
』を刊行

している。翌7年から毎年3月16日に鑑塔
の墨直し行事を催し

（35）
、寄せられた発句や当日

の歌仙行を収録した『墨なをし』を刊行して
いる。鑑塔の維持及び墨直し行事は、講に
よっているため、収録されている俳人がすべ
て白山下連中だけではない。また、員外に
「当日出席の分は其信を表して、自門他門
の論せす」としているため、美濃派とも限
らない。№39など「東武」だけで地名がな
い連
（36）

や、№45「東武柳々舎」など庵名の連は、
武家が主宰の連である。四谷・本所・下谷・
市谷など武家地が多い地名が目立っている。
　表1でみるとおり、江戸では、明和から寛
政期までに新たな地域名や庵名の歳旦が作成
されており、白山下連の拡大していることが

− 6 −

見当たらず、名が歳旦等に見えるのも宝暦期
までである。八王子の子一も宝暦14年と明
和2年（1765）の歳旦だけが残る。五日市と
吉見の連は、その後も活動が続いていく。
　武蔵国川越についてみると、№109宝暦９
年・10年の歳旦帖は、表紙に「河越」、巻頭
に「五竹門」とあり、入集する唐鼠・戦雨は、
『梅勧進』にも名を連ねる東武獅子門の古連
に属する者である。№110宝暦11年・14年
は老兎の歳旦で、玄武坊も入集している。川
越には、古連と白山下連の2つの流派ができ
ている。
　江戸でも古連は№.14「五筑門」として、
宝暦14年見水（風話）、明和3年（1766）の杏
花と傘楓の歳旦がある。明和3年の杏花の歳
旦帖は、表紙に「東都」とあり、向台連中とし
て傘楓・都鳥・五尺・東為坊（琴吹）が入集
している。これらの者は、『梅勧進』の入集者
であることから、古連衆と美濃派道統五竹と
の関係が強かったことがうかがえる。
　また、№9「東武駿台」の明和3年の歳旦
帖をみると、表紙に「年賀」、巻頭に「東武」
とあり、年路 ・杏花・文井・傘楓・周東な
どが入集している。年路は、古連衆であるが、
白山下連の歳旦等にもしばしば入集している。

三　東武白山下連の展開
　明和期に入ると、玄武坊率いる白山下連中
の活動もかなり盛んになったとみえ、明和３
年の歳旦

（30）
には、次のような前文がみえる。

　玄武坊の元旦の前文に「去冬一碗亭にも後
住を定めたれハ」とある。文鳥の試筆の前文
には「ことしは諸国の文通も予にまかせ給へ
は」とあり、啼鳥舎推有の酉歳暮の詞書には
「一碗亭も年増しに事繁けれハ、遊林・老後
の両士と共に打寄て計ふへきよし、此暮の句
帳より俳諧の世帯をわたされて」とある。そ
して、文鳥の歳暮の前文には「廿とせも先な
らん老師此地に錫をとゝめ給ひしより、此会
下に遊へるもの今ハ数百にあまりぬ、此故に
一室のなからんも物静ならねハと連中各衆儀
一決して一碗亭をハ予か別荘とし、諸国通志

東武獅子門白山下連の形成と展開 ―東武吉見新井家所蔵 ｢歳旦」を中心にして―（兼子）
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天明5年5月18日酒田に鑑塔の造立とある。
　『梅勧進』には、天明5年の玄武坊の奥羽
下向や越路曳杖についての記述がある。
　紀伊国では、安永2年葛山下連中の歳旦の
巻頭素朗の前文に「我かつて獅子門に入て、
その祖意をさかすの寸情より白山下の連中に
加ハりて」とあり、白山下連に参加している。
　甲斐国では、安永2年甲州郡内小沼の歳旦
の巻軸白山老人の前文に、郡内の素羅が「東
行の序もあれハと我門のはいかゐに遊へる
か」と記している。また、同3年の甲州相州
執中庵連中の歳旦に「去年の春より白山老師
の風教にしたかひ侍りておりおり文通の便り
にもかハらぬ交情の恵ミに随へハ」とあり、
安永2年から白山下連に参加している。
　陸奥会津若松画柳の安永6年の歳旦では
「玄老師の鴻志より他邦に文通の教は得なか
ら道の案内もおほつかなけれハ」とあり、文
通による指導が行われていたことがわかる。
　安永2年には、白山下連では一碗亭の名号
を所属の連に譲り

（42）
、すべてその連の主宰任せ

にすることに衆議で決め、東武獅子門の運営
は、松陰舎祇尹・松隣舎五葉に任されている。
玄武坊は60歳を迎えた頃で、その後に、白
山下連傘下の連で表紙に「白山下」の字の使
用が始まり、玄武坊の入集はなくなる。
　安永2年東武四谷連中の歳旦の巻軸白山老
人の前文にも「近年ハ我老病手の不自在より、
諸国の書音もおこたりかちなれハと、その住
所の便宜にしたかひて出羽・奥州ハそこ爰、
西国・九州ハ誰かれ、北国の幸便ハ、南紀の
飛脚ハと、一碗亭を七人してあるし在ける中
にも、松陰・松隣の二亭ハ月並の交会を譲り
て、遠近の俳用も殊に預りかちなれハ」とあ
り、松陰舎祇尹・松隣舎五葉への俳用の委譲
がわかる。
　「年歴付」によれば、東武吉見では安永７
年に「白山下」を使用するようになる。以前
には「武陽北」を使用していたが、久しく切
紙か折紙で、この時からまた歳旦帖となった。
　出羽羽入の寛政9年（1797）の歳旦に「我党
の連何とし毎歳旦帳の表に白山下と披露せし

わかる。ただ、歳旦は1人から多数のものま
であり、連の規模まではわからない。
　武蔵国についてみると、吉見・五日市の連
に加え、明和期には浦和、安永期には佐々目
と千駄が加わり、天明期以降も増えている。
　東武吉見連をみると、明和3年までの歳旦
には此巾も入集するが、明和6年からは此巾
だけ単独で歳旦を出すようになる。野松は、
同7年秋に玄武坊から伝写を受け（「年歴付」）、
同9年には「白山下の年番役」を務めている。
　浦和では、明和9年の歳旦

（38）
から、西堀村医

王寺の楓江の指導で、白山下連の活動が始
まっている。この歳旦には、南阜・待賈（以
中坊）も入集している。
　全国的にみると、白山下連の拡大は、明和
期に出羽・下総国へ、安永期に甲斐・相模・
紀伊・陸奥・筑前・豊後国へ、天明期に和泉・
上総・駿河国へと拡大している。
　出羽矢島は、明和6年の歳旦の文通で白山
老人の指導や別号が与えられていることがわ
かる。良和は宝暦13年の白山下連の歳旦で
も「出羽由利良和」として入集している。また、
安永 2 年『墨なをし』入集の良和の句の前
文
（39）

か ら、白山下連に属し、勤番で江戸に出府
した際に墨直しの行事に参加している様子が
わかる。天明5年（1785）の歳旦の歳尾の白
李前文には「此とし月二十余年遠ふく白山老
師の教示にしたかひて」とあり、白山下連へ
の参加は明和期前期であることがわかる。
　出羽金山の李英は、明和8年『墨なをし

（40）
』

の中で、「東武に笠を脱き白山下に仮居をも
ふけて」法会に出席したと記している。
　下総国についてみると、明和8年の歳旦に
「明和のはしめならん、白山老人爰の佐城下
に杖をひかれて、似弓坊かころもかへの一撰
よりそ」「我玄師は関東獅子門の中興とも称
すへく、両総には開闢ともあふくなるへし」
とあり、明和の初めの玄武坊の佐倉城下来遊
と、似弓坊編『衣更集

（41）
』から下総の俳諧が始

まったと記している。
　「年歴付」では、明和9年に和歌山文通が
あり、安永9年3月に出羽酒田の以文の出府、
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闇之の体制が安永８年に替わり、玄武坊・春
里となっている （表２）。

四　玄武坊没後の東武白山下連
　玄武坊は、寛政２年（1790）に大病を患う。
「年歴付」では、この年に遊林主文鳥が再住
とある。文鳥は、天明５年（1785）を最後に
白山下の歳旦に入集していなかったが、これ
は玄武坊から絶交されていたためで、寛政２
年２月に許され

（45）
、同３年の歳旦には入集して

いる。この歳旦中の納会の文鳥詞書に「連座
の衆儀もいなミかたく再撰の企に一しほ春待
つ事とはなりぬ」と記している。また、同４
年の歳旦には、玄武坊の試筆詞書に「おもひ
寄らすあたらし屋へうつされて春光を迎ふ
る」、歳暮詞書には「新なる草扉に住かえて
春は来にけりの古歌にも似たる年を守る」と
記され、玄武坊が新居に移っていることがわ
かる。
　白山下連中の有力連では、寛政５年から６
年までの間、歳旦帖表紙の「白山下」の左下
に記す連名や地名をかえ、「東武駒谷一碗亭」
のように一碗亭を名乗るようになる。一碗亭
を名乗る連の歳旦帖には、巻軸の白山老人前
文に安永２年の衆議の説明が記され

（46）
、その実

施とみられる。
　江戸では駒谷・四谷・四谷大木戸・市谷、
武蔵国では吉見・五日市・浦和・笹目、出羽
国では羽入・酒田・矢島、下総国では佐倉・
久能の各連の歳旦帖に使用されている。
　東武吉見連をみると、寛政５年「武州吉見　
一碗亭」、寛政６年「吉見一碗亭連中」、７年
には「武州吉見」、８年「東武吉見」に替わる。
　吉見連と同様に他の連でも、「一碗亭」の
使用は、寛政５年と６年に限られている

（47）
。

　玄武坊は、寛政10年（1798）１月19日に
87歳で没する。玄武坊追善集『梅香炉』の
序文に、没する「三とせ以前はからすも危急
の病にかゝり給へり」とある。また、葉裏坊
文鳥の前文に「三とせ此かたハ一間にこもり
て、よろつの事ハ柱石一之の主にまかせ」と
ある。玄武坊は、亡くなる3年前から病気に
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もはや廿とせにおよひ」とあり、安永6年に
「白山下」の表紙になっている。東武五日市
も同年の歳旦から使用している。安永7年に
は東武本荘、同8年になると東武駒谷・東武
四谷・東武浦和・武蔵佐々目・武蔵千駄が使
用するようになる。
　「年歴付」では、安永7年に四近坊が玄武
坊から絶交され、天明5年に鳥鼠が絶交され
ている。四近坊は、東武吉見連の野松の前の
主宰であり、『梅勧進』にも入集している古く
からの門人である。絶交後は武州川島の歳旦
に名が見える。鳥鼠は明和3年から白山下で
文鳥・推有などとともに名を連ねる有力門人
で、東武本荘の主宰でもある。
　また、「年歴付」によれば、天明7年仲夏
に『一茶百話』が刊行されている。この『一
茶百話』は、玄武坊の古稀を記念した俳論集
で、玄武坊の子不舎観其水が刊行している。
　この頃には、白山下連関係の出版物もあ
り、専門の書店もできている。安永4年の『墨
なをし

（43）
』には、「白山下書林」として江戸池

端仲町須原屋伊八・江戸小石川伝通院前雁金
屋伊兵衛・江戸石町十軒店野田屋太兵衛・京
寺町橘屋治兵衛の4店が、『仙北集』『画一庵
追善集』『墨直し集』『蝦夷のにしき』『世間
万病回春』『七文台』『しら山百韻』『洒水忌』
の出板目録を掲載している。
　天明２年の橘屋治兵衛板の歳旦集

（44）
によれば、

美濃以哉派に属する東武獅子門の古連は、希
古庵何戎坊（文岡）、弥生庵杏花、松隠亭梅
甫の３連だけで、その他江戸と武蔵国の28
連は白山下連である。天明５年の「東武下谷」
の歳旦帖は江戸の版元秀峨の板行で、信我が
巻頭、巻末が何戎坊、美濃朝暮園である。杏
花・水交が入集している。天明以降の武州川
越連は美濃派以哉派の道統となる信我との関
係があり、武州川島の天明６年の歳旦でも、
吉見の此巾や江戸の信我との関係がみられる。
　白山下連中の歳旦で、入集者の最高は天
明６年 53 人、少ない年は明和４年の５人で、
20人から30人くらいの年が多い。また、明
和３年から続いていた玄武坊・文鳥・推有・

東武獅子門白山下連の形成と展開 ―東武吉見新井家所蔵 ｢歳旦」を中心にして―（兼子）
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寛政11年の歳旦帖の表紙の変化や地名表記
の変化からも読み取ることができる。
　すなわち、白山下連の象徴でもある歳旦帖
表紙の「白山下」の字を別のものに変更する
連が出ている。槿花坊祇尹の主宰する四谷連
が「歳旦」、麓遊

（57）
の荒坂連が「獅子」、鷹一

（58）
の

旭庵が「獅子門」、四睡
（59）

の市谷連が「東都」、
待賈の武蔵浦和が「浦輪」などで、江戸と武
蔵国の８つの連の表紙が変わっている。
　また、四睡系の連は地名に冠した「東武」
を「東都」に変えている。
　これらの連の主宰者らは、寛政12年刊の
玄武坊追善集『梅香炉』に入集していない。
　寛政11年の『墨なをし

（60）
』では、啼鳥舎千

里が年番となり、発句を里松、脇句を千里、
第三を槿花坊祇尹、次に四睡、鷹一と続く。
絵入りの内表紙が付けられる。『墨直集』の表
題に、玄武坊の印影「東武獅子門」「壱盌亭」
が施されている。「百韻」は「源氏行」、名録
は東都、武蔵、越後、出羽など11国の国別
となり、次に混雑之部があり、巻末に前年欠
けていた巻軸の位置に鷹一と四睡の発句が並
ぶ。前年の『墨なをし』とかなり体裁を変え
ている。そして、行事の運営を玄武坊から鷹
一と四睡に引き継いだことを示すかたちと
なっている。
　しかし、入集者をみると、玄武坊の親族の
一之・其水・斗秋・古外や、文鳥・蘭長・夕
烏・李暁、また、吉見の野松など古参の連中
の名がみえない。古参で入集のない連中の多
くは、『梅香炉』に入集している人たちである。
ただ、柊里・馬耳庵など、両方に入集する人
も何人かいる。
　『墨なをし』の寛政12年以降をみると、会
式の亭主の位置である第三と年番は、寛政12
年祇尹と此秋、享和元年楚石坊（四睡）と麓遊、
同2年文化坊（鷹一）と烏林、同３年楚石坊
と梅志、文化元年玄二坊（鷹一）と柏舟、同
2年楚石坊と夕口、同3年玄二坊と李風であ
る。亭主は、楚石坊と玄二坊が交代で務める
が、巻末主宰者の位置に2人の発句が連記さ
れている。

かかり、出歩けない状態であり、諸事は子の
一之任せとなっていたことがわかる。
　白山下傘下の歳旦をみると、寛政10年の
歳旦まで、「白山老人」「玄武坊」として入集
している。しかし、寛政９年の吉見連歳旦の
巻軸野松の前文

（48）
でも、玄武坊は寛政８年には

病中の身となっていることがわかる。
　玄武坊病中の寛政９年に、中絶されていた
『墨なをし』が刊行されている。
　年番居虚亭四睡の序文

（49）
に 、玄武坊の命に

よる『墨なをし』の板行であることを述べて
いる。３月16日深川臨川寺興行の百韻の発
句は柊里、脇句が四睡、第三が玄武坊となっ
ている。百韻の後には、名録として東武 ・
武蔵・越後・下総・甲斐・相模・駿河・三河・
佐渡・出羽国の順に入集し、巻軸が玄武坊の
句となっている。板行再開については、文政
４年・５年合冊『墨なをし

（50）
』の跋文に詳しい。

　玄武坊が没すると、法要が営まれ、遺骸は
牛込早稲田の芳心院に葬られた。その後、高
弟の家で追善の興行が行われ、この記念集と
して、寛政12年春に茶百仙其水・一之・黄
青坊らの編集で『梅香炉

（51）
』が刊行されている。

　寛政10年の『墨なをし
（52）

』によれば、この
年の興行は３月16日に行われている。これ
まで臨川寺での墨直しの中心であった玄武坊
の追悼については、年番の三朝舎里松の序詞
で述べ、巻末に近刻として白山下連中撰の
『白山老人追善集』『同和詩集』『同発句集』
『同文集』と東武四睡撰『今ハむかし』を掲
載している。この興行の百韻では、発句四睡、
脇句里松、第三祇尹、次に鷹一、一之、桃
宜、文鳥、其水、斗秋と続き、玄武坊の遺
族である一之

（53）
・其水

（54）
・斗秋

（55）
が前の位置になっ

ている。また、百韻の次に名録が続く。ただ、
前年まで主宰者玄武坊の位置である巻末の巻
軸に主宰者の名は見当たらない。
　玄武坊の没後、白山下連中に不和が生じ、
吉見連の野松が寛政 11 年３月に浦和と江
戸で不和調停のため行動している

（56）
。

　白山下連中の不和の動きは、玄武坊没後間
もなく生じていたとみられ、このことは、翌
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かけて、江戸と武蔵国に多く、特に鷹一の出
身地武州佐々目周辺に多い。その他では、上
総山小川・石見土江連がある。
　白山下連は、地方では下総・出羽が活発で、
武蔵では吉見が活発な動きをしている。
　吉見では、吉見一碗亭を独立させた寛政５
年の歳旦が16人と入集者が最も多い。野松
の子桃宜が寛政９年に伝写をうけ、吉見の桃
宜は文化２年に柊里に付属している。また、
桃宜は文化４年に足立と松山、６年には大里、
7年に川島、９年に赤浜の各連を指導してい
る。また、墨直し行事にも参加している。
　また、出羽でも、表紙に「白山下」を使用
する歳旦帖を出す庵が数多くなっている。『梅
香炉』の中には、出羽国で酒田・羽入・矢島・
新庄・本庄連中と各連が名を連ねている。
　鬼外坊柊里

（65）
は、数年毎に全国を異動してい

るが、異動する先々での俳諧活動も活発とみ
え、異動先名の歳旦も作成している。
　玄武坊の没後、白山下連は分裂してはいる
ものの活発な動きがあったといえる。
　白山下連が分裂している頃には、美濃派の
道統は、寛政５年から文化３年まで東武獅子
門古連の白寿坊（信我）となっている。東武
獅子門の動きも複雑であったとみられ、古連、
白山下連、新白山下連の３つの系統があり、
複雑に絡み合っていたと考えられる。

おわりに
　以上、新井家の「歳旦」を中心にして、『墨
なをし』などの俳書から、東武獅子門白山下
連について、その成立から展開、そして玄武
坊没後の動きまでをみてきた。
　白山下連の成長は、玄武坊の俳人としての
能力や経営手腕によるとところが大きかった
といえる。これに加え、江戸白山下という立
地での、通信による俳諧指導や江戸と地方の
交遊の場の提供、江戸深川の臨川寺で毎年行
われる墨直し興行、『墨なをし』など俳書や
歳旦などの刷り物の出板、など様々な要素が
あったといえる。
　玄二坊は、文化８年７月に60歳で没する。
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　そして、文化４年には、楚石坊と玄二坊が
別々に２種類の『墨なをし』を板行した

（61）
。

　楚石坊編のものは、前年同様で、巻末に楚
石坊と以中坊の発句を並べて巻軸としている。
一方、玄二坊編では、内外題を外し、国分け
をなくし、巻末は玄二坊と以中坊の発句とし
ている。序文の後に体裁を玄武坊在世の規
則に戻しての刊行である旨の説明文を付し

（62）
、　

寛政11年の変更を戻す編集にしている。
　文化３年の楚石坊の歳旦と玄二坊の歳旦に
はお互いに入集していたが、文化4年以降に
はどちらもなくなる。文化3年に楚石坊と玄
二坊との間に何らかの事情で不和が生じたた
めである

（63）
。

　玄二坊は、文化５年の『墨なをし』には入
集せず、文化６年には従来の「獅子門」の歳
旦とは別に「白山下」の表紙の歳旦を出して
いる。白山下連中とのよりを戻し、文化8年
に没している。
　鬼外坊柊里と馬耳坊は、白山下連であるが、
『墨なをし』にも入集する。
　白山下連中では、遊林舎葉裏坊（文鳥）が
享和２年２月９日に没し、新白山下連では、
長老の祇尹が寛政12年４月５日に没してお
り、麓遊も文化元年を最後に歳旦や『墨なを
し』に名が見られなくなる。楚石坊が新白山
下連の道統になったといえる

（64）
。

　玄武坊没後、白山下連は分裂し、玄武坊の
親族・遊林舎文鳥・老後庵夕烏など古参の連
と、祇尹・麓遊・四睡・鷹一などの新白山下
連の２つに分かれる。そして、鷹一の離脱後
は臨川寺の墨直し行事を主催する楚石坊四睡
が勢力をもってくるのである。
　楚石坊四睡系の全国的な拡がりは、和泉・
出雲・越後・相模・甲斐・紀伊・信濃・下総・
土佐・長門・備中・三河・駿河の諸国である。
江戸と武蔵国内でも拡がっている。また、楚
石坊は、多数の出版物も有り、楚石師書林を
もっている。楚石坊は、俳諧の指導ばかりで
なく、墨直し行事や出版などの活動を通じて
勢力を拡大していったといえる。
　鷹一系統の連は、寛政10年以降文化期に

東武獅子門白山下連の形成と展開 ―東武吉見新井家所蔵 ｢歳旦」を中心にして―（兼子）
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文書館紀要第 29号（2016.3）

　出生　　　　長治氷　正徳二壬辰年八月十八日
　白山下住居　四十歳　宝暦元辛未年ヨリ
　梅勧進　　　四十三　同　四申戌年仲春
　二狂子出府　　　　　同　五乙亥年
　吉見連入門　四十五　同　六丙子年
　　　延享五戊辰年来遊アリ　三十七
　鑑塔造立　　　　　　同　九己卯年
　　　　翌庚辰年二月　類焼ナリ
　伝写　四近坊行脚ノ節
　　　　　　　四十九　同　十庚辰年仲夏　　　　
　白山百員　　五十五　明和三丙戌年撰
　鑑塔再建　　五十八　同　六戊丑年
　野松伝写　　五十九　同　七庚寅年季秋
　和歌山文通　　　　　同　九壬辰年　
　獅子門并梅花仏忌　円相三頫図
　　　　　　　六十五　安永五丙申年
　歳旦上より題白山下　同　六丁酉年　
　四近坊絶交　　　　　同　七戊戌年季秋　
　鳥鼠子同断　　　　　天明五乙巳年　
　酒田鑑塔　　七十四　同　年五月十八日
　　　　安永九庚子年三月以文出府
　「紫帽拝受　　　　　同　六丙午年七月」
　一茶百話　　七十六　同　七丁未年仲夏
　遊林主再住　　　　　寛政二庚戌年
　　　　明和二乙酉年十一月九日　譲位給
　小月像恵与　八十壱歳　同　四壬子年
　東武吉見一碗亭　　　同　五癸丑年　
　吉見一碗亭連中　　　同　六甲寅年　
　桃宜再伝　　　　　　同　九丁巳年
　命終　　　八十七歳　同　十戊午年正月十九日
　歳旦上より題変化　　同十一己未年ヨリ
　深川仮名碑　　　　　享和三癸亥年
　　　　位牌寛政九丁巳年冬消失
　柊里子附属　　　　　文化二乙丑年孟春
　文化二乙丑年正月廿四日

（17） 『関東俳諧叢書』第八巻収録。
（18）同上収録。
（19）前掲（1）鈴木論文。
（20）前掲（6）筧論文。
（21）『関東俳諧叢書』第二十四巻収録。
（22）同上収録。
（23）『梅香炉　乾』（№24703）の初七日葉裏坊（文

 鳥）前文に「予ハ若輩の頃より四十五年此会下
 の星霜ハ」とあり、宝暦初期から玄武坊に師事
 したことがわかる。

（24）『関東俳諧叢書』第八巻収録。
（25）№24785。
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　楚石坊は、文政５年11月になくなる。楚
石坊の没後、東武獅子門には楚石坊に替わる
人物がでていなようであるが、その後も深川
臨川寺の墨直し行事は、一時の中断はあるが、
幕末まで続いている。
　新井家文書には、書簡や東武獅子門の俳書
等も多数残されている。当時の社会の人々が
どうしてこれほど熱心に俳諧に取り組んでい
たのか。どのように取り組んでいたのか。今
後、解明していきたい。

註
（1）鈴木勝忠「東武獅子門の展開―墨直しをめぐっ
　て」『国語と国文学』36−1（昭和34年）で「東
　武獅子門」を使用している。美濃派内の板本など
　には「東武」と記されることが多く、越後の　虹
　が寛延３年に刊行した『此秋集』の扉裏には「東
　武蕉門連中」を使用している。ただ、安永２年刊
　の李橋撰『仙北集』（新井（侊）家文書№24721。
　以下№のみとする。）の玄武坊序文の落款に「東
　武獅子門」を使用している。

（2）堀切実『俳聖芭蕉と俳魔支考』平成18年。
（3）『梅香炉　坤』（№24704）。佐倉連中前文。
（4）前掲（1）鈴木論文。
（5）加藤定彦外編、第七巻・第八巻・第二十四巻「東
　武獅子門編」。

（6）「以哉坊の江戸行脚」（堀切実編『近世文学研
　究の新展開』所収）2004年２月。

（7）「美濃派俳書の版元について―橘屋治兵衛の江
　戸出店野田太兵衛と江戸の広井秀峨―」（『 図書
　館情報メディア研究』7−1）2009年。

（8）埼玉県立文書館収蔵文書目録第 51 集 『新井
　（侊）家文書目録（2）』平成21年３月。

（9）拙稿「享和四年『蕉門歳旦三ッ物』にみる美
　濃派俳壇」（『埼玉県立文書館紀要』第28号）平
　成27年３月。

（10）№29019。
（11）№29491。
（12）№29566。
（13）№19625。
（14）№15185。
（15）前掲（1）鈴木論文。雲英末雄校『続俳家奇人談』
　（岩波文庫）2001年７月。

（16）№8583。（包紙表）「伝写書物」
　　　　年歴付
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 にして廿年のむかしとなるに」とある。また、寛
 政5年東武四谷の歳旦（№14901）の玄武坊納
 会前文に「一碗亭を所々にゆつり、よろつ主
 宰まかせと定め、中にも松陰・松隣の名に寄せ
 て東武に獅子門のいとなミをまかせんと一座
 の衆議に決せしも又二十年のむかしとなるに」

（43）№24383。
（44）『芭蕉門歳旦三物』（石川県立図書館月明文庫

 631）。
（45）寛政２年２月４日「玄武坊書状」（№18356）。
（46）寛政5年「武州吉見一碗亭歳旦帖」（№14925）。

 他連の歳旦帖にも同様の詞書が記されている。
（47）出羽羽入だけは、寛政９年に「出羽羽入　一

 碗亭」としている。また、歳旦帖でないが、寛
 政８年歳旦の巻頭で「出羽新庄　一碗亭」を使
 用している。

（48）№11713。「ことしも爰の連中に月並の出会い
 ありなから、老師の病中なるものから其巻への
 点検も請されハ、龍角蛇足も心元なく例の涅覔
 （ねちみゃく）ハ合点なから」

（49）№24395。「一巻の満尾をそのまゝに他邦遠境
 へ披露して、なを向来合信を希んにはしかしと、
 予か執事の役なるを以て、人々へ訴し奉るへきと
 の師命にしたかふ事しかり」

（50）№24366。「此会式ハ玄武先師の発願より年々
 恒例として、その巻を梓にちりはめ同志の人々
 へ贈る事ハ、例の序詞に述るかことし、しかる
 に中ころ廃絶せしを、寛政九巳年楚石老師年番
 をつとめて、ふたゝひ一集を撰ひしより、年毎
 に梨棗へのほせ侍る事凡二十有七年なりさる」

（51）乾№24703、坤№24704。
（52）№24378。
（53）一之は、寛政3年からで、同13年に「一碗亭

 一之」として入集し、文化13年からは「一碗亭
 古外」に替わる。一之は、越後国本郷の出で、丹
 呉宗珉方知、若く江戸に出て医学を修め、玄武
 坊の養子となったという。（矢羽勝幸『新出近世
 俳人書簡集』「神谷玄武坊」1991年11月）。

（54）其水は、不舎観、茶百仙と称し、天明2年の東
 武厩谷に入集し、東武四谷、白山下、などに入集、
 寛政10年に白山下不舎観連として、歳旦が作成
 されている。文化9年まで入集している。

（55）斗秋は、青字（宝暦10年から安永3年の白山
 下歳旦）の子で、玄武坊の孫にあたる。天明７年
 の白山下から入集し、巻軸の白山老人の前に載
 る。その後寛政４年まで白山下だけで、同５年に
 東武下谷で、斗秋と白山老人で歳旦が出され、そ
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（26）№24761。
（27）№24784。
（28）『在這裏許』序（№24876）。
（29）№12748。
（30）№14766。
（31）『貞享式雅莚亀鑑』（№24332）。
（32）№24769。
（33）№29489。「年々にいやまして状の来ぬ日もま

 れなれハ、今は名を売るたくひに似て俳諧の店
 は繁昌なれと、自己の俳諧は日々におとろへゆ
 くかことし、さるは文通の往復と風客の応対と
 にけふもくれ、翌もたちて」

（34）№24773 ～ 24776。天・地・人・附の4冊。
（35）　№24375。「墨直し」はもともと洛東双林寺に

 行われており、美濃派の祖である各務支考の忌
 日に梅花仏鑑塔の「碑面の墨を改め」法要をいと
 なみ、選集として『墨直し』を上辞したものであ
 る。これを玄武坊が深川臨川寺に写し、鑑塔を
 建て、行事を行うようにしたものである。

（36）蘭長は、蔵米200俵の旗本塚原四郎右衛門正
 展で、御納戸番組頭を務める（№6756）。

（37）柳々舎空雨は、江戸城御坊主の四四休意。茶話
 亭千里は、松平伊賀守御抱岡田昌真の弟子岡昌
 仙。梧下庵紀迪は、土井兵庫頭家医池谷升玄｡
 其暁亭六風は、2000石知行の旗本戸田主税氏昌
 で、御小姓組番士（以上、№6756、前掲『俳人
 名録』など）。

（38）№10642。「中山道のかたハら医王寺の楓江主
 人ハ出雲の国の産にして、かの地の風雅に心を
 よせられしか、今の西堀に移転の始より其ほと
 りの数輩を垂示あり、浦和の駅の連中をいさな
 ひわかしら山の雀の道をもとめ」

（39）№24381。「本来白山下の風教に随ひ、此講中
 に名ハつらねなから其あらたなる影を拝せさる
 事をなけきしか、ことし東武に在勤の時至りて
 此日の法莚に参拝し奉りて」

（40）№24376。「去年の春より白山老師の催促に任
 せて、墨直講中に名をつらぬといへとも、山海百
 里をへたてゝその法莚の欠席を歎きしか、こと
 しハ春秋の両法会ある事を聞しより、漸くいさ
 ゝかの閑をぬすみミて葉月のはしめ東武に笠を
 脱き白山下に仮居をもふけて此日深川の塔前に
 詣し捻香九拝して一章を手向」

（41）№24825。
（42）№14924。東武市谷の歳旦の巻軸白山老人の

 前文に「一碗亭を所々にゆつり、其他々々の主宰
 まかせにと一座の衆議に決せしも安永巳のとし
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 志水。玄二坊と同じ安永6年武州佐々目の歳旦
 に初めて名が見える。翌7年には佐々目千駄、天
 明３年に志水を居虚亭四睡に改名している。同６
 年に白山下の歳旦に入集、寛政５年に東武市谷
 一碗亭として独立、同13年に楚石坊四睡となる。

（60）№24384。
（61）前掲（1）鈴木論文。
（62）№24394。
（63）文化４年４月19日「百花坊千里宛、桃宣・鏡

 裏坊書状」（№16459）。
（64）辛巳・壬午『墨なをし』（№24366）跋文。
（65）夏音舎柊里は、代官蔭山外記手代深川太門太

 （№6756）。天明２年東武叡麓の歳旦に万化・玄
 武坊との３人で名がみえ、天明６年の白山下の
 歳旦に入集する。天明８年には甲州石和、寛政
 ４年・５年には出羽尾花沢、羽入、寛政11年石
 見夏音舎連として、享和２年には江戸本郷となる。
 文化２年から奥州川俣、文化６年から越後川浦、
 文化９年から東武本郷と、幕府代官所のある土
 地を異動している。天明６年に蔭山外記が代官
 から西丸裏門番頭に転職し、柊里もその後、代官
 大岡源右衛門の手代に移ったと見られる（西沢
 淳男『江戸幕府代官履歴辞典』）。

 の後白山下と東武下谷だけである。墨直しにも入
 集していない。古外は寛政12年の白山下から入
 集する。文化12年から一碗亭古外となっている。

（56）小林甲子男『俳句の本領―能静・鈴木荘丹の
 生涯』第三章の五　東武獅子門の俳友「鏡裏坊
 野松」（平成23年６月）。新井家文書の野松「月
 並草稿」をもとに野松の行動を詳述している。

（57）麓遊は、寛政３年の歳旦に「白山下連中東武
 小日向」とあり、翌４年の歳旦には「去年より
 しら山の春帳に加ハりしか、はからすも主君の
 在番に供して白川もそこなる都の春をむかふ事
 を」とあることから、寛政３年からの白山下連
 に加わっている。同５年には白山老人の句を巻
 軸に載せる。同８年には「白山下」の表紙のあ
 る歳旦帖となる。傘下に水道街・向台連がある。

（58）文化坊は、武州曲本村の人、吉田隆見、はじめ山
 路。安永６年武州佐々目の歳旦に名が見える。旭
 庵・朝日庵。天明５年東武昌平橋東、天明６年か
 ら白山下の歳旦に入集し、８年に独立した東武朝
 日庵の歳旦で、玄武坊の初号を襲って鷹一となり、
 寛政12年より文化坊、同13年の「東都湯島」に独
 立し東武旭庵といい、文化改元で玄二坊となった。

（59）楚石坊は、武州千駄村生、伊藤春孝、はじめ

− 13 −



一
二
九

− 14 −

東武獅子門白山下連の形成と展開 ―東武吉見新井家所蔵 ｢歳旦」を中心にして―（兼子）



一
二
八

文書館紀要第 29号（2016.3）

− 15 −



一
二
七

− 16 −

東武獅子門白山下連の形成と展開 ―東武吉見新井家所蔵 ｢歳旦」を中心にして―（兼子）



一
二
六

文書館紀要第 29号（2016.3）

− 17 −



一
二
五

− 18 −

東武獅子門白山下連の形成と展開 ―東武吉見新井家所蔵 ｢歳旦」を中心にして―（兼子）



一
二
四

文書館紀要第 29号（2016.3）

− 19 −



一
二
三

− 20 −

東武獅子門白山下連の形成と展開 ―東武吉見新井家所蔵 ｢歳旦」を中心にして―（兼子）



一
二
二

文書館紀要第 29号（2016.3）

− 21 −



一
二
一

− 22 −

東武獅子門白山下連の形成と展開 ―東武吉見新井家所蔵 ｢歳旦」を中心にして―（兼子）



一
二
〇

文書館紀要第 29号（2016.3）

− 23 −



一
一
九

− 24 −

東武獅子門白山下連の形成と展開 ―東武吉見新井家所蔵 ｢歳旦」を中心にして―（兼子）



一
一
八

文書館紀要第 29号（2016.3）

− 25 −



一
一
七

− 26 −

東武獅子門白山下連の形成と展開 ―東武吉見新井家所蔵 ｢歳旦」を中心にして―（兼子）



一
一
六

文書館紀要第 29号（2016.3）

− 27 −


	兼子順.pdf
	バインダ1.pdf
	バインダ1
	2016monjokan-kiyou29.pdf





